
備 考

  看護学科  （△80）（　　　　　　同上　　　　　　　）

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ヨコハマソウエイダイガク

大 学 の 名 称 横浜創英大学　（Yokohama Soei University）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県横浜市緑区三保町1番地

計 画 の 区 分 大学の設置

フ リ ガ ナ ガッコウホウジン　ホリイガクエン

設 置 者 学校法人　堀井学園

大 学 の 目 的
本学は、教育基本法及び学校教育法に則り、実際的な専門の学芸を教授研究し、建学の精神の
「考えて行動のできる人」の育成により、創造的な知性と豊かな人間性を涵養し、人々の生活
向上と地域社会の振興に貢献する人材の養成を図ることを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

看護学部は、大学の「考えて行動のできる人」を育成する建学の精神に基づき、生命の尊厳を
基盤としたヒューマンケアの心と豊かな人間性、幅広い専門知識・技術・科学的判断力をもっ
て主体的に看護の実践を行うことにより人々の健康とQOL（Quality of Life 生活の質、生命
の質）の向上に貢献できる看護職となる人を育成する。また、地域社会に対し活力と健康およ
び健康な生活を創造することに貢献する。
こども教育学部は、同じく建学の精神「考えて行動のできる人」に基づき、主として幼稚園教
諭、保育士に必要な幅広い学問領域の基礎的学力を修得すると同時に、教養科目による科学的
な観察力や思考力と豊かな人間性を身につけ、様々な保育ニーズに対応できる保育者としての
幅広い専門知識と技術や子どもを取り巻く問題に主体的に取り組む姿勢や能力を有する人を育
成する。また、看護学部との連携により看護学的な基礎知識を持ち、病児・病後児などに対応
できるような人材も育成し社会に貢献する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

看護学部
[Faculty of Nursing]

神奈川県横浜市緑区三保
町1番地

平成24年4月
第1年次

こども教育学部
[Faculty of Childhood
Education]

同上

　看護学科
 [Department of
  Nursing]

4 80 － 320 学士
（看護学）

平成24年4月
第1年次

計 160 － 640

　幼児教育学科
 [Department of Early
  Childhood Care &
  Education]

4 80 － 320 学士
（教育学）

演習 実験・実習 計

看護学部　看護学科 95　科目 37　科目 15　科目 147　科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

横浜創英短期大学（廃止）

　情報学科　（△80）（在学生がいなくなった時点で廃止）

※平成24年4月学生募集停止

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義

126 単位

こども教育学部　幼児教育学科 85　科目 61　科目 7　科目 153  科目 124 単位

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

看護学部　看護学科
9　人 4  人 9　人 8  人

こども教育学部　幼児教育学科
9 5 4

30　人 4  人 17　人

(7) （1） （5） （8） （21） 4  人 （4）

2 20 1 27

（9） （5） （4） （2） （20） （1）

（6） （9） （10） （41） （5） （26）

（22）

計
18 9 13 10 50 5 44

（16）

-

（-） （-） （-） （-） （-） （-） （-）

- - - -

（-） （-） （-） （-） （-）

- - -

- -

（6） （9） （10） （41） （5） （26）

（-）

合　　　　計
18 9 13 10 50 5 44

（16）

既
設
分

該当なし

計
- - - -

（-）

-　1　-



㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 体育館、部室

等を除く

他に学部長室1

他に学部長室1

㎡

㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
　　　　 26　　　人 0　　　　人 26　　　　人

（12）

図 書 館 専 門 職 員
2 0 2

（1） （0） （1）

（0） （12）

技 術 職 員
1 0 1

（1） （0） （1）

計
29 0 29

（14) （0） （14）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

4,265

運 動 場 用 地 5,194 - - 5,194

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 4,265 - -

小 計 9,459 - - 9,459

そ の 他 22,263 - - 22,263

11,058 - - 11,058

（11,058㎡） （　　　-　　　㎡） （　　　-　　　㎡） （11,058㎡）

合 計 31,722 - - 31,722

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0　室

（補助職員　人） （補助職員　人）

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室　　　数

看護学部　看護学科 31 室

こども教育学部　幼児教育学科

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

11　室 40　室 　1　室
3　室

17 室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標本

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

看護学部
看護学科

1

（23,780〔1,596〕） （66〔19〕） （7〔7〕） （670） （4,341） （1）

こども教育学部
幼児教育学科

  24,213〔1,680〕　 66〔19〕　 7〔7〕　 670 4,341

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

118

（24,233〔1,698〕） （93〔19〕） （14〔14〕） （708） （2,497） （106）

  25,940〔1,853〕　 93〔19〕　 14〔14〕　 708 2,924

119

(48,013〔3,294〕） （159〔38〕） （21〔21〕） （1,378） （6,838） （107）
計

  50,153〔3,533〕　 159〔38〕　 21〔21〕　 1,378 7,265

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
863 138 80,000　冊

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

442 － －

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

共 同 研 究 費 等 3,000千円 3,000千円 3,000千円 3,000千円 －千円

第５年次 第６年次

看護学部 1,868千円 1,568千円 1,568千円 1,568千円 － 千円

第６年次

教員１人当り研究費等 300千円 300千円 300千円 300千円 －千円 －千円

－千円

－千円 －千円

設 備 購 入 費 141,596千円 19,720千円 19,720千円 －千円 －千円 －千円 －千円

図 書 購 入 費 54,398千円 10,188千円 9,854千円 －千円 －千円

－ 千円

学部等の名称 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

1,148千円 － 千円 － 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 補助金収入、資産運用収入、雑収入等

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 横浜創英短期大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

学生１人
当り
納付金 こども教

育学部
1,448千円 1,148千円 1,148千円

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

1.07 平成19年 神奈川県横浜市緑区三
保町1番地 平成24年度より

学生募集停止情報学科 2 80 - 160 短期大学士
（情報学）

看護学科 3 80 - 240 短期大学士
（看護学）

附属施設の概要 該当なし

0.74 平成元年 同上

-　2　-



学校法人設置認可等に関わる組織の移行表 

 

 

 

平成 23 年度  入学定員    平成 24 年度     入学定員 変更の事由 

   

                             

 

 

 

横浜創英短期大学 

 情報学科   80 

  看護学科    80 

 

横浜創英大学                  大学新設 

 看護学部看護学科    80 

  こども教育学部幼児教育学科  80 

 

横浜創英短期大学        

              0 平成２４年度より 

0   学生募集停止 



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

サイエンスの考え方 1前 1 ○ 兼6 オムニバス

サイエンスの観察技法 1前 1 ○ 兼6 オムニバス

サイエンスの応用 1後 1 ○ 兼6 オムニバス

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

1・2・3・4後 1 ○ 兼3

医療リテラシー 1・2・3・4後 1 ○ 1

環境リテラシー 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

情報リテラシー 1後 1 ○ 兼1

統計と分析 1後 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 1 ○ 兼1

癒しと心 1・2後 1 ○ 兼1

感性と人間性 1・2後 1 ○ 兼1

倫理と道徳 1後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

コミュニケーション論 1前 1 ○ 兼1

ジェンダー論 1・2・3・4後 1 ○ 兼2 オムニバス

1後 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

芸術論 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 1 ○ 兼1

人間発達論 1前 1 ○ 3 1 兼1 オムニバス

1後 2 ○ 兼1

文章論 1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

健康･スポーツ（演習） 1前 1 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 1 ○ 兼2 オムニバス

英語Ⅱ 1後 1 ○ 兼2 オムニバス

英語Ⅲ 2前 1 ○ 兼1

中国語Ⅰ 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

韓国語 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

－ 13 23 0 3 1 0 0 0 兼24 ―

基
礎
分
野
（

教
養
科
目
）

家族社会論

大学で学ぶとは（含建学の精神）

健康・スポーツ論

小計（35科目）

教育臨床心理学

サイエンスのレポート技法
（読み方と書き方）

コンピュータリテラシー１
（ワードとエクセル）

コンピュータリテラシー２
（パワーポイントとプレゼンテーショ
ン）

ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
リ
テ
ラ
シ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
・
リ
テ
ラ
シ
ー

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（看護学部看護学科）

配当年次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

コンピュータリテラシー３
（画像と動画）

経営情報論(IT社会・経営）

異文化論

日本文化論

教育論

生活と法律（含日本国憲法）

―

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（看護学部看護学科）

配当年次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

知的探究入門 １通年 2 ○ 4 兼3

人の形態と生活･機能Ⅰ 1前 1 ○ 兼1

人の形態と生活･機能Ⅱ 1前 1 ○ 兼1

人の形態と生活･機能Ⅲ 1後 1 ○ 兼1

人の形態と生活･機能Ⅳ 1後 1 ○ 兼1

人体の機能と構造学演習 2前 1 ○ 兼1

病理学 1後 1 ○ 兼1

生命倫理 1後 1 ○ 兼2

精神保健論 2前 1 ○ 兼1

栄養学Ⅰ 1後 1 ○ 兼1

栄養学Ⅱ 2前 1 ○ 兼1

生化学 1前 1 ○ 兼1

微生物学 1前 1 ○ 兼1

臨床薬理学 3前 1 ○ 兼1

臨床心理学 2後 1 ○ 兼1

症候論Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

症候論Ⅱ 2前 1 ○ 兼1

症候論Ⅲ 2後 1 ○ 兼1

症候論Ⅳ 2後 1 ○ 兼1

公衆衛生学 2前 1 ○ 1

疫学 2前 2 ○ 1

保健統計学 2前 2 ○ 1

社会保障行政論Ⅰ 2前 1 ○ 1

社会保障行政論Ⅱ 2後 1 ○ 1

2後 2 ○ 2

3前 1 ○ 2

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

－ 26 7 0 9 1 0 0 0 兼12 ―

看護学概論 1前 2 ○ 1

看護学援助論Ⅰ 1前 2 ○ 1 1 3

看護学援助論Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 3

看護学援助論Ⅲ 2前 1 ○ 1 1 3

看護学援助論Ⅳ 2前 1 ○ 1 1 3

看護学方法論Ⅰ 2前 1 ○ 1 1 3

看護学方法論Ⅱ 2前 1 ○ 1 1 3

基礎看護学実習Ⅰ 1後 1 ○ 5 1 5 7 4

前期に1日
早期体験実習
（アーリーエクス
ポージャー）

基礎看護学実習Ⅱ 2後 2 ○ 1 1 4 1 4

2前 2 ○ 2

2後 1 ○ 1 1 1

2後 1 ○ 1 1

3前 1 ○ 1 1 1

3後 1 ○ 1 1 1 1

4前 3 ○ 1 1 1 1 1

3後 3 ○ 1 1 2 1 3

2前 1 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

3前 1 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 5 3

4前 2 ○ 1 1 3

2前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1 1

3後 1 ○ 1 1 1

2後 1 ○ 1 1 2 2 1

4前 1 ○ 1 2 2

2前 2 ○ 1 兼1

2後 1 ○ 1 1

3前 1 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1 2 2 1

専
門
基
礎
分
野

病
気
の
成
り
立
ち
と

回
復
支
援

健
康
生
活
へ
の
支
援

発
達
段
階
の
看
護

成人看護学実習・慢性期

成人看護学実習・急性期

専
門
分
野

母性看護学方法論Ⅰ

母性看護学概論

小児看護学概論

小児看護学方法論Ⅰ

小児看護学方法論Ⅱ

小児看護学実習Ⅰ

小児看護学実習Ⅱ

看
護
の
対
象
の
理
解

高齢者看護学方法論Ⅰ

高齢者看護学方法論Ⅱ

高齢者看護学実習Ⅰ

高齢者看護学実習Ⅱ

―

成人看護学概論

成人看護学方法論Ⅰ

成人看護学方法論Ⅱ

成人看護学方法論Ⅲ

成人看護学方法論Ⅳ

専
門
基
礎
分
野

医療情報学

小計（28　科目）

保健医療福祉行政論Ⅰ

保健医療福祉行政論Ⅱ

医療管理学

医療情報学演習

看
護
の
基
礎

高齢者看護学概論

母性看護学方法論Ⅱ

母性看護学実習

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）

授業形態

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

（看護学部看護学科）

配当年次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称 備考

2前 1 ○ 1 兼1

2後 1 ○ 1 1

3前 1 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 2 1 兼2

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1 1 1

3後 1 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 1 2 3 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1 1

3後 1 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1 1 1

3後 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼2

3後 2 ○ 兼1

3・4後 5 ○ 2 1 1 1

3後 1 ○ 1 1

小計（50　科目） － 58 14 0 8 4 8 8 4 兼6 ―

1後 1 ○ 1 1

3前 1 ○ 1

3前 1 ○ 3 1 オムニバス

3後 1 ○ 1 1

3後 1 ○ 1 1

3後 1 ○ 1

2後 1 ○ 4 1 1 オムニバス

3前 1 ○ 2

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2前 1 ○ 2 兼2 オムニバス

3後 1 ○ 4 オムニバス

3前 1 ○ 2

4前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

2後 1 ○ 3

3～4年通 3 ○ 8 4 8

4後 2 ○ 6 3 7 6 4

小計（20　科目） － 15 8 0 9 4 8 6 4 ―

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1 オムニバス

2後 2 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

4後 5 ○ 1 1 1 1

2後 2 ○ 兼1

ー 0 0 29 1 1 2 1 0 兼7 ―

      － 112 52 29 9 4 9 8 4 兼40 ―

教育原理（養護教諭）

生
活
の
中
の
看
護

養
護
教
諭
課
程

２期

１５週

９０分

１学年の学期区分

１学期の授業期間

小計（　13　科目）

教職実践演習（養護教諭）

教職論（養護教諭）

養護概説

授業期間等

学位又は学科の分野 保健衛生学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

学位又は称号 学士（看護学）

生徒指導の理論と実際

教
職
科
目

児童精神医学（養護教諭）

教育課程と指導計画（養護教諭）

道徳教育の理論と方法（養護教諭）

公衆衛生看護学Ⅲ

家族看護論Ⅰ

精神看護学方法論Ⅰ

専
門
分
野

国際看護論

精神看護学実習

公衆衛生看護学実習

医療安全学

看護教育学

感染看護学

救急･災害看護学

・教養科目（サイエンスリテラシー、ヒューマンリテラシー）から20単位以
上
・専門基礎科目（看護の対象の理解、病気の成り立ちと回復支援、健康生活
への支援）から27単位以上
・専門科目から60単位以上
・看護の統合科目から19単位以上
を取得し、合わせて126単位以上を取得すること。

養護実習

健康相談活動及び方法

     合計（　146　科目）

教育社会学（養護教諭）

カウンセリング論（養護教諭）

ボランティア論

―

―

１時限の授業時間

―

―

看
護
の
統
合

社
会
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
る
看
護

統合実習

癒しのケア論

専門職論

看護研究

ゼミナール

地域保健医療福祉連携論

がん看護

ターミナルケア論

先端医療と看護

チーム医療論

看護と環境

看護倫理･法

看護管理学Ⅰ

看護管理学Ⅱ

看護情報学

リハビリテーション看護論

公衆衛生看護学概論

公衆衛生看護学Ⅰ

公衆衛生看護学Ⅱ

看護とコミュニケーション

在宅看護方法論Ⅱ

家族看護論Ⅱ

認知症看護論

精神看護学概論

在宅看護概論

在宅看護方法論Ⅰ

精神看護学方法論Ⅱ

在宅看護実習

産業保健活動論

学校保健論

3



別記様式第２号（その２の１）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

1前 1 ○ 2 1 兼3 オムニバス

1前 1 ○ 2 1 兼3 オムニバス

サイエンスの応用 1後 1 ○ 2 1 兼3 オムニバス

1前 1 ○ 1 1

1前 1 ○ 1 2

1前 1 ○ 1 2

1後 1 ○ 1 2

医療リテラシー 1後 1 ○ 兼1

環境リテラシー 1前 1 ○ 兼1

情報リテラシー 1後 1 ○ 1

統計と分析 1後 1 ○ 1

経営情報論（ITと社会・経営） 1後 1 ○ 1

癒しと心 1後 1 ○ 1

感性と人間性 1後 1 ○ 1

倫理と道徳 1後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

コミュニケーション論 1前 1 ○ 兼1

ジェンダー論 1後 1 ○ 1 兼1 オムニバス

教育臨床心理学 1後 1 ○ 1

教育論 1後 1 ○ 1

家族社会論 1前 1 ○ 兼1

芸術論 1前 1 ○ 兼1

日本文化論 1前 1 ○ 兼1

異文化論 1後 1 ○ 兼1

人間発達論 1前 1 ○ 1 兼4 オムニバス

生活と法律（含日本国憲法） 1後 2 ○ 兼1

文章論 1後 1 ○ 兼1

健康・スポーツ論 1前 1 ○ 1

健康・スポーツ（演習） 1前 1 ○ 兼1

英語Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 オムニバス

英語Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 オムニバス

英語Ⅲ 2前 1 ○ 1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

韓国語 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

－ 14 22 0 4 3 2 1 0 兼18 ―

教 育 課 程 等 の 概 要

（こども教育学部幼児教育学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

コンピュータリテラシー2
（パワーポイントとプレゼンテー
ション）

コンピュータリテラシー3
（画像と動画）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
テ
ラ
シ
ー

中国語Ⅰ

小計（35科目）

大学で学ぶとは（含建学の精神）

サイエンスの考え方

サイエンスの観察技法

サイエンスのレポート技法
（読み方と書き方）

コンピュータリテラシー1
（ワードとエクセル）

―

教
養
科
目

サ
イ
エ
ン
ス
・
リ
テ
ラ
シ
ー
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（こども教育学部幼児教育学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 1

幼児指導法 2前 2 ○ 1

保育者論 1後 2 ○ 1

教職論 2前 2 ○ 1

教育史 1後 2 ○ 1

教育社会学 2後 2 ○ 兼1

教育原理 1前 2 ○ 1

道徳教育の理論と方法 3前 2 ○ 1

幼児教育原理 2後 2 ○ 1

障がい児保育Ⅰ 2前 1 ○ 兼1

障がい児保育Ⅱ 2後 1 ○ 兼1

乳児保育Ⅰ 2後 1 ○ 1

乳児保育Ⅱ 3前 1 ○ 1

保育原理Ⅰ（思想と歴史） 1前 2 ○ 1

保育原理Ⅱ（現状と課題） 1後 2 ○ 1

教育課程と指導計画 2前 2 ○ 1

保育課程論 2後 2 ○ 1

教職実践演習 4後 2 ○ 2 オムニバス

保育実践演習 4後 2 ○ 1 1 1 1

統合保育論 1後 2 ○ 兼1

幼児理解の理論と方法 1前 2 ○ 1

幼児教育実地研究演習 1前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

幼児教育実地研究 1後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

基礎ゼミナール 1前 1 ○ 1 1 1 1

－ 14 29 0 5 3 1 1 1 兼4 ―

保育内容総論 1前 1 ○ 1

保育内容演習Ⅰ（3歳未満児） 2後 2 ○ 1

保育内容演習Ⅱ（幼児） 3前 2 ○ 1

保育環境論 1後 2 ○ 1 1 オムニバス

保育内容「健康」の指導法 1後 2 ○ 1

保育内容「環境」の指導法 1後 2 ○ 1

保育内容「人間関係」の指導法 2前 2 ○ 1

保育内容「言葉」の指導法 2前 2 ○ 1

保育内容「表現」の指導法 2前 2 ○ 2 オムニバス

保育方法論 2後 2 ○ 1

教材研究Ａ（造形） 3前 2 ○ 1

教材研究Ｂ（音楽） 3後 2 ○ 1

教材研究Ｃ（運動） 4前 2 ○ 1

子どもとメディア 3後 2 ○ 1

子どもと自然 3後 2 ○ 兼1

－ 11 18 0 6 2 0 1 0 兼1 ―

生涯発達心理学 1前 2 ○ 1

保育と心理学 1後 1 ○ 1

道徳性の発達 2後 2 ○ 1

子どもの発達と臨床Ⅰ 3前 2 ○ 1

子どもの発達と臨床Ⅱ 3後 2 ○ 1

子どもの心理療法 4後 2 ○ 1

家族関係論 2前 2 ○ 兼1

家族病理研究 4前 2 ○ 1

カウンセリング論 2後 2 ○ 1

虐待の精神医学 4後 2 ○ 1

児童精神医学 4前 2 ○ 1

－ 5 16 0 1 1 1 0 0 兼1 ―

専
門
科
目

教
育
・
保
育
の
研
究

国語

生活

小計（25科目） ―

保
育
の
理
解

小計（15科目） ―

子
ど
も
の
心
理
と
臨
床

小計（11科目） ―
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（こども教育学部幼児教育学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 1

社会的養護 2前 2 ○ 1

社会的養護内容 2後 1 ○ 1

児童家庭福祉 1後 2 ○ 1

家庭支援論 2前 2 ○ 1

保育相談支援 3前 1 ○ 1

特別支援保育概論 3後 2 ○ 兼1

特別支援保育の方法 4前 2 ○ 兼1

子育てとジェンダー 3後 2 ○ 1

ボランティア論 1後 2 ○ 1

生涯学習論 4後 2 ○ 1 1 オムニバス

子育て支援論Ａ（幼稚園） 3前 2 ○ 1

子育て支援論Ｂ（保育所） 3後 2 ○ 兼1

子育て支援論Ｃ（施設） 3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

－ 2 27 0 2 2 1 1 0 兼3 ―

子どもの保健Ⅰ 1通 4 ○ 1

子どもの保健Ⅱ 2前 1 ○ 1

病児・病後児保育論 3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1

子どもの障がい論 3後 2 ○ 兼1

小児救急処置法 3前 1 ○ 兼3

子どもの食と栄養 2後 2 ○ 兼1

体育Ⅰ 2通 2 ○ 1

体育Ⅱ 3通 2 ○ 1

子どもと運動 1前 2 ○ 1

野外活動 4前 2 ○ 1

健康教育学 1後 2 ○ 兼1

健康教育学演習 2前 1 ○ 兼1

食育保育論 3前 2 ○ 兼1

母子保健概論 2後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

－ 6 23 0 1 2 0 0 0 兼5 ―

音楽Ⅰ 2通 2 ○ 1 1

音楽Ⅱ 3通 2 ○ 1

図画工作Ⅰ 2通 2 ○ 1

図画工作Ⅱ 3通 2 ○ 1

1通 2 ○ 兼1

音楽基礎Ｂ（歌唱・伴奏） 2通 2 ○ 兼1

音楽基礎Ｃ（器楽） 2通 2 ○ 1

音楽基礎Ｄ（表現活動） 3通 2 ○ 兼1

ピアノＡ（入門） 1通 2 ○ 1 1 兼4

ピアノＢ（初級） 1通 2 ○ 1 1 兼4

ピアノＣ（中級） 2通 2 ○ 1 1 兼4

ピアノＤ（応用） 4通 2 ○ 1 兼4

造形基礎Ａ 1前 2 ○ 1

造形基礎Ｂ 1後 2 ○ 1

造形保育論 2前 2 ○ 1

児童文化 4前 2 ○ 1

児童文学 3後 2 ○ 1

絵本論 1前 2 ○ 1

遊びの文化研究 4後 2 ○ 1

－ 2 36 0 3 0 1 1 0 兼4 ――

―

生
活
と
健
康

病児・病後児保育実地研究

母子保健演習

小計（16科目） ―

専
門
科
目

生
活
と
福
祉

社会福祉

相談援助

キャリア教育

小計（16科目）

保
育
文
化
と
表
現
活
動

音楽基礎Ａ
（理論・ソルフェージュ）

小計（19科目）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（こども教育学部幼児教育学科）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

研究法Ａ（文献研究） 3前 2 ○ 1

研究法Ｂ（フィールド研究） 3前 2 ○ 1

卒業研究 4通 4 ○ 6 4 2

卒業研究ゼミナール 3通 2 ○ 6 4 2

－ 10 0 0 6 4 2 0 0 0 ―

3後 1 ○ 1 1 1 オムニバス

4前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

3 2 ○ 1 1 1 集中

4前 2 ○ 1 1 1 集中

3前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

3前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

4前 1 ○ 1 1 1 オムニバス

4前 1 ○ 1 1

3 2 ○ 1 1 1 集中

3 2 ○ 1 1 1 集中

4 2 ○ 1 1 1 集中

4 2 ○ 1 1 集中

－ 0 18 0 2 2 1 1 1 0 ―

－ 64 189 0 9 5 4 2 1 兼33 ―

〔必修科目〕64単位
〔選択科目〕
○教養科目のうち指定した科目から6単位以上
○専門科目
・「教育・保育の研究」の選択科目のうち指定した科目から10単位以
上
・「保育の理解」の選択科目から8単位以上
・「子どもの心理と臨床」の選択科目から10単位以上
・「生活と福祉」の選択科目から10単位以上
・「生活と健康」の選択科目から8単位以上
・「保育文化と表現活動」の選択科目から8単位以上

上記〔必修科目〕と〔選択科目〕を合わせて124単位以上を取得する。

１学年の学期区分

専
門
科
目

卒
業
研
究

小計（4科目） ―

実
習

幼稚園教育実習事前事後指導Ⅰ

幼稚園教育実習事前事後指導Ⅱ

幼稚園教育実習Ⅰ

幼稚園教育実習Ⅱ

保育実習Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅲ（施設）

小計（12科目） ―

合計（153科目） ―

保育実習事前事後指導ⅠＡ
（保育所）

保育実習事前事後指導ⅠＢ
（施設）

保育実習事前事後指導Ⅱ
（保育所）

保育実習事前事後指導Ⅲ
（施設）

保育実習ⅠＡ（保育所）

保育実習ⅠＢ（施設）

学位又は称号 学士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学・保育学

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分
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